
2016年度活動報告書 



地雷撤去支援 

CMCは1998年設立当初から継続して、地雷撤去団体や地雷被害者受け
入れ病院への資金援助を行っている。 
21次スタディーツアーでは、地雷撤去団体のCSHDとMAGへ支援金を手
渡した。 

CSHD 
Cambodia  Self Help 
Demining 
カンボジア人のためのカン
ボジア人による地雷撤去団
体。カンボジアから地雷を
無くし、人々が安全に暮ら
すことが出来ることを目標
としている。 

MAG 
Mines Advisory Group 
イギリスが運営すNGO
で1989年より活動を開
始し、カンボジアの他、
約40か国以上で活動を
展開している。 
ディマイナー（撤去隊
員）には、子供を育て
るためディマイナーに
なった母親や地雷で足
を失った被害者も多い。 

訪問した地雷原は、ポ―サット州ヴェルペイン郡ステンタメイ村。 
スタッフ21名、女性は3名で4ha半の広さで行われている。地雷は32
個見つかっている。 

訪問した地雷原は、バッタンバン州のプノン37という丘陵地で、内戦時に
激しい戦闘が行われていた場所である。T72とPMN-IIが多く見つかってい
る。 



地雷原での教育支援 

・CMCコーントライ夢中学校（2008年落成/協力：佐世保青年会議所） 

 中学校建設後も毎年訪問頂いている佐世保
青年会議所の皆様が、今年度も4月9月に訪
問して頂いた。 
 訪問前に太陽光パネルを設置して頂いた
ため、雨の日でも明るい教室で授業するこ
とが可能となった。 
 彼らの今後の勉学の発展に大いに寄与す
ることと思います。 

 卒業式 太陽光パネル設置 

・CMCボップイ安倍小学校（2004年落成/入水寺 故安倍宗寛住職） 

 昨年度2月に完成したひまわりの泉2
号機もひまわり会のマークが入り、よ
り一層輝きを増しました。乾季にも大
活躍の貯水タンクが皆を笑顔にしてく
れます。 
 筑紫小学校よりお預かりしたシャボ
ン玉などのプレゼントを手渡して参り
ました。 

ひまわりの泉2号機 プレゼントの贈呈 

・CMCトゥールポンローみおつくし中学校  
（2010年落成/協力 大阪西ワイズメンズクラブ 株式会社データマックス） 

  トゥールポンローみおつくし中学
校では、(株)データマックスの社員の
方々に卒業証書授与式を行っていただ
きました。 
 夏期インターン研修の際はサッカー
で交流を図りました。最後は打ち解け
肩を組んで写真を取りました。 

 
 



ラジオ放送「ボイスオブハート」 

地雷被害者の心のケアをめざし、2005年にスタートさせたラジオ番組「ボイス・オブ・ハー
ト」。2016年度は、2016年12月3日～2017年2月19日まで計12回放送し、地雷被害やハン
ディキャップを負いながらも社会で活躍する方々を招き、現在の活躍や将来の夢について話
して頂きました。今年は、地雷撤去に関わる方にもお越し頂き、お話を伺いました。 

2016年度のポスター 

MAGよりKhan Thavireakさんがお越しになり、
地雷撤去の大変さを語ってい頂きました。 
現場に携わっている人の言葉の重みを感じた良
い回になりました。 

ラジオスポンサー（敬称略・順不同） 
 

・新日本製薬株式会社 
・個別指導塾スタンダード 
・トクスイコーポレーション 
・ニッポンインシュア株式会社 
・善隣教 
・LAN Property 

 

事前打ち合わせ 

夫婦でご参加頂いた、Laoさん。 
「家族あっての今がある」周りの支えの重要
性を理解しました。 



福岡教育大学インターン 
期間： 8月23日～9月2日 8名参加 

1日目  だるま孤児院ボランティア 
2日目  だるま孤児院ボランティア 
3日目  だるま孤児院ボランティア 
4日目  コーントライ夢中学校 
5日目  地雷被害者インタビュー 
6日目  移動・バノン山訪問 
7日目  ボップイ小学校 
8日目  トゥールポンロー中学校 
9日目  地雷被害者インタビュー 
10日目  移動（シェムリアップへ） 
11日目  アンコールワット見学 

2チームに分かれ、1チームはだるま孤児院
でボランティア活動を行った。 

現地インターン参加者 

ボップイ小にて自己紹介。 
クメール語で行い、縄跳び、 
サッカーなどで交流。 

地雷被害者へのインタビュー。 
現地の民家庭先で体験談を聞い
た。 

校長先生にインタビュー。 
教育者を目指すインターン生が
現在の教育者へ現状、困難、将
来の目標などを聞いていた。 

 長期間のインターン受入となった。 
参加者のリクエストに応えるためにインターン日
程の作成には時間を要した。 
インターン参加者は地雷の恐ろしさや地雷被害の
悲惨さなどを体験することができた。 
 将来は全員が教員志望とのことで、この経験を
是非教育の場でも生かしたいと嬉しい言葉をも
らった。この企画が好評だった為、2017年度も
13名枠で開催される予定となっている。（参加
者は既に確定済み） 

 



第21次カンボジアスタディーツアー 
2月18日～2月27日 CMC主催のスタディーツアーを開催。 
訪問場所：トゥールスレーン収容所、AEONモール、CSHD地雷原、MAG地雷原、 
アキラ地雷博物館、ボップイ安倍小学校、コーントライ夢中学校、 
トゥールポンローみおつくし中学校、義足リハビリセンター、アンコールワット、他 

CSHDコンポンチュナン地雷犬訓練所 

プノンペンタワーにて 

MAG地雷原で地雷爆破 

ボップイ小学校にて全員集合 

アマラ氏の工房でさおり織を見学 

PRCにて地雷被害者の義足施術を視察 



ボップイ村 小学校の新築 

ボップイ村にて老朽化した小学校を解体し
新築する事となった。 
2017年10月を目標に校舎完成を目指して
いる。 
契約はモーンルッセイ教育省長のHorm 
Savin氏立ち合いの元で行われた。 
Savin氏もボップイの事は知っており、新
設すると知らせたところ、大変喜んでいた
だいた。 

新校舎ができるまでの期間は、仮設校舎にて生徒は勉強。 

現在、本格的な雨季到来前に基
盤強化の工事がメインで、校舎
の柱を建てようとしている。 
 
雨が降ると学校を封鎖しなけれ
ばならなかったこの地域で、新
しい学校ができることで子供た
ちは安定して授業を受ける事が
出来る。 
ボップイ村の将来のためにも重
要なプロジェクトである。 



講演活動、国際理解授業 

2016年度 講演一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
     

世界にも目を向ける地球人としての視点を 

 CMCでは小学校から大学、行政・諸団体等

へ、平和・人権・国際協力などに関する講演や
授業の講師派遣も行っています。日本では
ニュースにならない地雷被害の現状や、地雷模
型を使った説明を取り入れた授業を展開します。 
 実際に現地で活動している国際NGOだから
こそ、現地の状況や本当に必要な支援とは何か
を伝えることができます。 
 また、日本各地にボランティアで関わってい
るCMCメンバーがおりますので、全国各地で講
演を行っています。 

 
5月27日 筑前町立夜須中学校       
5月31日 福岡市立西新小学校 
6月  3日 粕屋町立粕屋西小学校 
6月11日 福岡市立箱崎青松中学校 
6月13日 福教大付属福岡中学校 
6月18日 大阪市立瓜破西中学校 
6月20日 福岡市立玄洋中学校 
6月24日 福岡市立照葉中学校 
7月  5日 福岡市立三筑中学校 
9月  3日 九州アジア経営塾 
9月11日 福岡市立壱岐中学校 

10月  1日 福岡市東区松島公民館 
12月16日 福岡教育大学 
  1月17日 岡山市立伊島小学校 
  1月30日 飯塚市立二瀬中学校 
  2月  9日 北九州市立萩が丘小学校 
  2月10日 飯塚市立庄内中学校 

福岡市立西新小学校にて講演 

大阪市立瓜破西中学校にて講演 岡山市立伊島小学校にて講演 飯塚市立庄内中学校にて講演 

福岡市立壱岐中学校にて講演 福岡教育大学にて講演 飯塚市立二瀬中学校にて講演 







イベント他 

5月14、15日 国際協力フェスin能古島 

2017年ＣＭＣチャリティカレンダー 
地雷原の子どもたちのために 

【参加イベント一覧】 

5月14日、15日 
 「2015国際協力フェスin能古島」 
5月22日 
 「唐津チャリティフェスティバル」 
10月4日 
 「ハートフルフェスタ福岡2016」 
10月25日 
 「春日いきいきフェスタ2016」 

【チャリティー野球】 
福岡ソフトバンクホークスマーケティング
（株）のご協力の下、チケット1枚に付き、
500円がCMCへの寄付になるチャリティ試
合を実施。 
 
 
 
 
 

【ＣＭＣチャリティカレンダー】 
 CMCボランティアスタッフの可野翔子
さん現地撮り下ろしのカンボジアならで
はの写真を提供いただき制作・販売が実
現致しました。おかげさまで200部＋α完
売する事ができました。この収益金で地
雷原の中学校へサッカーユニフォームを
プレゼントする事が出来ました。 
 お買い上げ頂いた皆様、販売主旨にご
賛同いただき本当に有難うございました。 
 
 
 

2016年度も多くのイベントへ参加し、CMCの知名度や認知度を高めることが出来ました。 
国際協力フェスタin能古島では多くのボランティアの方々にご参加頂き、CMCは数多くの 
人々に支えられていることを再認識しました。 
   












